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令和７年3月 18日発行 

広瀬中学校だより 第 11号 

文責：吉田 茂延 

3 月 12 日、春の訪れを感じさせるあたたかい日差しが降り注ぐなか、44 名の卒業生が新たな

道へと旅立っていきました。送辞、答辞、応援団による卒業生見送りまで、生徒が主役として輝

く素晴らしい卒業式となりました。 

私が赴任してから 2年間、修学旅行やブロック大会、体育祭や合唱コンクールなど様々な場面

で、卒業生からは最高の笑顔とたくさんの感動をもらいました。地域行事にも積極的に参加し、

地域の方から「中学生が本当によく頑張ってくれた」と報告をいただくことも多く、広瀬町のた

めに、という気持ちをもって動いてくれるみんなのことを誇らしく思ったものです。きっとその

姿勢は、1・2年生に引き継がれていくことでしょう。 

 式辞では「知識を知恵にかえて様々な場面で生かすことで、個性が輝く素敵な生き方を見つけ

てほしい。」、「失敗を恐れるよりも何もしないことを恐れよう。チャレンジこそが成長の糧とな

る。」といったようなことを伝えました。「努力の過程」や「感謝の気持ち」を大切に、新たな道

でも頑張ってくれることを期待しています。 

 この 3年間、教職員一丸となって生徒たちの成長を見守りつつ、精一杯努力を重ねたつもりで

はありますが、至らない点もあったかと思います。それにもかかわらず、保護者、地域の皆様に

は、本校の教育活動にご理解ご協力をいただいたこと、心よりお礼申し上げます。本当にありが

とうございました。先輩の背中を見て、下級生もしっかり成長しています。引き続き広瀬中学

校、広瀬町の子どもたちを応援いただきますようよろしくお願いします。 

卒業生入場 

呼名・卒業証書授与 



 

 

 

 

 

 
 
  来賓として、平野教育委員様に、また、学校運営協議会の万波会長様、古田副会長様、太田委員

様、喜多川地域コーディネーター様にもご臨席を賜りました。町内の各小学校、各交流センターを

はじめお世話になった皆様からも多数の祝電をいただいております。ありがとうございました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長式辞・卒業祝品授与・来賓紹介 

僕たちは、みなさんに、いろいろなところで支えてもらっていました。みなさんと話している

と面白くて自然と笑顔になり、いやなこともたまった疲れも忘れられました。僕が生徒会副会長

になり、引継ぎ会で、生徒会の仕事について教えてくださったとき、「忙しいけれど、何事も早

めにやっていった方がいいよ。」と仕事に対する取り組み方を話してくださいました。先輩方が

築いてこられたこの広瀬中学校の伝統は、簡単に引き継いでこられたのではないのだ、そこには

表には見えない努力や工夫があったのだと知り、しっかり受け継いでいかなくては、という気持

ちがより強くなりました。 

三人の組長の組体操を取り入れた力強い宣誓で幕を開けた体育祭は、僕の中で一番印象に残

っているみなさんとの思い出です。練習の時から、「優勝したい。」という熱い気持ちが伝わって

きて、あっという間に引きこまれていきました。色別活動では、「ダンスをわかりやすく教えて

くれた。」「率先して動く姿がかっこよかった。」という一年生の声、「リーダーシップがあり、盛

り上げ上手。」という二年生の声。三年の学年リレーのときは、僕はちょうど放送を担当してい

て、すぐ目の前で白熱したレースを見ることができたのは、とても幸運でした。最後の「パラパ

ラ安来節」では、円の真ん中で大きな声を出して踊っている姿を見てきっと周りにいた人全員が

笑顔になったことでしょう。圧倒的なリーダーシップでした。 

新型コロナウイルスの影響で、縮小された修学旅行で、訪れる場所は、制限されたと思いま

す。しかし、先日行われた送る会で見た写真には、本当に楽しそうに、満喫しておられる姿があ

りました。持ち前の明るさを活かして限られた環境の中でも精一杯楽しまれる姿を見て、さすが

だな、自分もそんなふうになりたい、と思いました。 

部活動では、「プレーのコツを優しく教えてくださった。」「試合などでかっこいいところを見

せてくださり嬉しかった。」「何事にも全力でみんなを引っ張ってくださった。」「先輩が相談を聞

いてくださった。」など、誰の言葉からも下級生をいろいろな面で支えてくださっていた、とい

うことがよく伝わってきます。 

僕たちの学校生活には、いつもみなさんの姿がありました。その毎日がいつまでも続くかのよ

うに思って過ごしていました。しかしこの原稿を書き始めたとき、もうその時は本当にわずかに

なっている、ということにはっと気づきました。もう少し早くこの事に気づいて、残りの時間を

楽しめばよかったのに。 

いつだってみんなを笑顔にしてくれる、そんなみなさん 

ともっともっと一緒に過ごしたいと思いましたが、それも 

もう叶いません。卒業の時を迎えてしまいました。だから、 

今、心からの感謝の気持ちを伝えたいと思います。 

ありがとうございました。 

同じふるさとに生まれ、ともに過ごしたことを誇りに思い 

ます。この春から進まれる新たな道で、ご活躍されること 

を願っています。 

在校生送辞（抜粋） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

僕達の入学式は暖かな、快晴の青空の下、行われました。新しい制服に身を包み、それぞれが

期待と不安を胸に抱きながら僕達の中学校生活はスタートしました。僕達の教室はいつも騒が

しく賑やかだったので、とても元気な学年だ、とよく言われました。僕は、みんなで笑った時間

が一体感があってとても好きでした。 

そんな活発な僕達はクラス行事や学年行事に積極的に取り組み、自ら企画し実行するという

機会が多くありました。その経験を得て僕達は、自分たちで考え企画する力、仲間と協力する

力、失敗を恐れず挑戦する力がついたように思います。これらの力はこれまでの三年間、多くの

場面で発揮されました。 

 修学旅行では、新型コロナウイルスの影響で楽しみにしていた京都に行くことができず残念

でしたが、それでも精一杯楽しもうと、企画力を発揮して自分たちで旅行の計画を立て、協力し

ながら実行しました。当日はバスでの移動中やホテルで過ごした夜もずっと楽しくて、ちょっ

としたハプニングさえ満喫しながら、友達との楽しい思い出を作ることができました。 

 三年生として迎えた体育祭では、体育祭の運営や各色組のデコレーションの作成、ダンスの

振り付けを考えて教えることなど、自分たちでしなければいけないことが多くありましたが、

全員で助け合い、最後までやり遂げることができました。体育祭の準備期間は夏休みから始ま

り、どの組からも本気で勝とうという気持ちがひしひしと感じられました。ときには各色組の

中で意見がぶつかることもあったり、他の色組が気になってあせったりしましたが、全員が同

じ目標を目指すことでチームがまとまり、当日、披露された応援合戦や飾られたデコレーショ

ンはどの組も見事なものになりました。それぞれがベストを尽くし、戦った体育祭は、僕達の大

きな思い出となりました。 

 最後の音楽会ではみんなが気合を入れて練習に励んでいました。今年はどちらのクラスも難

易度の高い曲に挑戦したため、最初はなかなかうまくいかず苦戦しましたが、お互いに励まし

合いみんなで一致団結することで今までで一番の歌を完成させることができました。そして本

番ではみんなの心は一つになり、最高のハーモニーを奏でました。 

 これまでの三年間、僕達は本当に多くの人たちの助けを借り、支えてもらいました。 

 これからも広瀬中学校に残る後輩たち。今まで頼りない僕たちについてきてくれて、ありが

とう。僕達は今日でこの学校を去りますが、君たちには安心してこの学校を任せられます。先

日、君たちが企画してくれた三年生を送る会は本当に素晴らしく、僕達を楽しませようと一生

懸命準備してくれたことがとても伝わりました。これからは、君たちがこの学校を引っ張って

いく番です。かけがえのない仲間たちと支え合いがんばってください。 

 これまで面倒を見てくださった先生方。先生方はいつも僕達のことを気にかけ、見守ってく

ださいました。高校受験の際は最大限のサポートをしてくださったお陰で、僕達は最善を尽く

し臨むことができました。ときには叱られるようなことをしてしまったときもありましたが、

先生方は僕達の手を取り、愛を持って導いてくださいました。先生方のお陰で僕達は無事、卒業

式を迎えることができました。本当にありがとうございました。 

 そして、いつも僕達の一番近くで支えてくれた家族のみんな。家族のみんなはとても大きく

偉大な存在です。僕たちは一人では何もできず、家族のみんなに頼ってばっかりだということ

はわかっているのに、なぜか素直になれずそっけない態度を取ってしまうこともありました。

でも本当は感謝の気持ちでいっぱいです。僕達は十五年分 

の家族の愛情を受け、こんなにも大きく成長しました。今 

まで本当にありがとう。そして、これからもよろしくお願 

いします。 

 今日、僕達はそれぞれの決めた道へ歩み始めます。この 

先どんな困難にぶつかろうと、ここで過ごした日々を忘れ 

ず、前を向き諦めず進み続けることをここに誓い答辞とい 

たします。 

    

卒業生答辞（抜粋） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

卒業生合唱 

学活・見送り 

1 日(火)～７日(月) 学年始休業   

５日(土) 国引き招待女子ソフトテニス大会   ６日(日) 国引き招待男子ソフトテニス大会 

８日(火) 着任式、始業式  ９日(水) 入学式   10 日(木) 生徒会入会式、部活動紹介  

11 日(金) 身体測定、給食開始、地区生徒会    14 日(月)自転車安全教室    

15 日(火) 任命式、専門部会、新入生テスト     16 日(水) 部活動見学、体験入部    

17 日(木) 全国学力調査    18 日(金)学級生徒会、PTA学級・学年委員会 

19 日(土) 安来市長杯ソフトテニス大会     21 日(月)～22日(火) 家庭確認    

23 日(水) 生徒総会、1年部活動正式入部、PTA理事・評議委員会  

24 日(木) 1 年ふるさと学習  26 日(土) 陰陽ソフトテニス大会、県中学生バレーボール大会 

27 日(日) 県中学生バレーボール大会  30 日(水) 学校公開日、学級懇談、部活動保護者会 

 卒業生会入会式 

卒業式の前日に、卒業生会入会

式を行いました。これからは卒業

生会の一員として、どこで生活を

することになっても、広瀬中学校

を応援する気持ちを持ち続けてほ

しいと思います。 


